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BYK-3772

BYK-3772
溶剤型塗料系およびＵＰゲルコート用シリコン含有表面調整剤
表面張力を著しく低下させる。表面の滑り性、耐溶剤性、耐候性および耐ブロッキング
性、耐汚染性を向上。熱安定性がありOH基を含有。

製品データ

組成
ポリエステル変性、ヒドロキシ官能性ポリジメチルシロキサンの溶液

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、製品規格値ではありません。

密度 (20 °C): 0.99 g/ml
不揮発分 (10分, 150 °C): 25 %
溶剤: メトキシプロピルアセテート/モノフェニルグリコール 93/7
引火点: 45 °C
OH価: ca. 30 mg KOH/g

貯蔵および輸送
50℃以下の温度で貯蔵よび輸送して下さい。 5℃以下の温度では分離またはくもりが生じることがありま
す。

特記事項
BYK-3772 は、BYK-3７0の環状低減、スズおよび芳香族フリー*版です。環状シロキサン含有量D4/D5/D6はい
ずれも0.1%未満であるため、安全データシートにSVHCラベルは必要ありません。

適用分野

塗料

特長
本添加剤は表面活性が高く、塗膜表面に配向します。その反応性により、ポリマーの網目構造に組み込ま
れ、塗膜表面に固着します。BYK-3772は、表面のスリップ性、耐溶剤性、耐候性、耐ブロッキング性、耐汚
染性を向上させます。 本添加剤は反応基を通じて塗膜に固着することで、従来型の非反応ポリシロキサン
系に比べて上記の特性が長く保持されます。本添加剤は表面張力を下げ、下地の濡れ性を向上させます。
またレベリング性を向上させ、ベナードセルの形成を防ぎます。

*  意図的に添加されたベンゼン、トルエン、キシレンの溶剤は含有しません。

SVHC ラベルフリー 
(EU SDS)
芳香族フリー*
スズフリー
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推奨用途
BYK-3772はまずOH基を通じて樹脂と反応するため、主に溶剤型２液ポリウレタン系に使用されます。ま
た、アルキド／メラミン、ポリエステル／メラミン、アクリレート／メラミン、自己架橋型アクリルおよびエポキシ
樹脂のバインダーとも反応します。木材および家具用塗料および缶コーティングに最適です。 

推奨添加量
全配合に対して添加剤として、0.1–1.0 % 

上述の添加量は初期値として適用して下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
本添加剤は製造工程のいずれの段階（添加後も含む）でも添加することができます。

特記事項
屋外向け塗料に使用する場合には、添加剤は最上部の樹脂層とともに、風雨光によって比較的早い段階で
はがれていきます。条件によって添加剤が十分長期間効果的であるかどうか、テストを行ってから使用を決
定して下さい。官能基により架橋する塗料系で本添加剤を使用する場合には、十分な付着のために、リコー
トおよびリペアの前に塗膜を注意深く均一にサンディングすることが重要です。

熱硬化性樹脂用

特長
本添加剤は、不飽和のポリエステルベースゲルコートにおいて、レベリングを向上させます。またハジキやフ
ィッシュアイの形成を防ぎ、スプレーミストやダスト粒子がなじみやすくなります。

推奨添加量
全配合に対して添加剤として、0.1–0.3 % 

上述の添加量は初期値として適用して下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
本添加剤は製造工程のいずれの段階（添加後も含む）でも添加することができます。
添加剤を工程の最後に添加することで泡の安定化を防ぐことができます。

特記事項
本製品はシリコンオイルとは異なり、とても使い勝手が良くなっています。しかしながら、特定の
系で表面欠陥が起こるかについては、使用前に連続テストを行って確認してください。

レザー仕上げ、コーティング生地

特長
本添加剤は表面活性が高く、塗膜表面に配向します。その反応性により、ポリマーの網目構造に組み込ま
れ、コーティング表面に固着します。BYK-3772は、表面のスリップ性、耐溶剤性、耐候性、耐ブロッキング
性、耐汚染性を向上させます。 本添加剤は反応基を通じて塗膜に固着することで、従来型の非反応ポリシ
ロキサン系に比べて上記の特性が長く保持されます。本添加剤は表面張力を下げ、下地の濡れ性を向上さ
せます。またレベリング性を向上させ、ベナードセルの形成を防ぎます。

推奨用途
BYK-3772は、一級OH基を介して樹脂と反応し、主に溶剤型2液型ポリウレタン系で使用されます。
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推奨添加量
全配合に対して添加剤として、0.1–1.0 % 

上述の添加量は初期値として適用して下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
本添加剤は製造工程のいずれの段階（添加後も含む）でも添加することができます。
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